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２２ 

病
院
協
議
会
総
会
開
催
報
告
（
３
月
１８
日
）

２２ 

北
海
道
・
九
州
合
同
単
組
代
表
者
会
議
（
３
月
４
日
）

２２ 

高
専
協
議
会
団
体
交
渉
報
告
会
（
３
月
10
日
）

３３ 

論
壇
「
研
究
者
は
基
礎
科
学
の
価
値
を
市
民
に
伝
え

        

る
努
力
も
せ
よ
！
」
鹿
児
島
大
学 

大
学
院

        

理
工
学
研
究
科
・
理
学
部 

教
授 

半
田
利
弘

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
54
「
労
働
相
談
、
ど
こ
に
す
る
べ
き
？
❸
」

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
舞
鶴
工
業
高
専

 

「
教
職
員
の
待
遇
改
善
の
た
め
に
」

・
京
都
大
学 

 

「
京
大
タ
テ
カ
ン
訴
訟
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

・
九
州
大
学

 

「
労
使
一
丸
と
な
っ
た
よ
り
良
い
大
学
づ
く
り
を
」

危
機
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

は
、
何
よ
り
も
大
学
自
治
再
生
が

不
可
欠
と
い
う
共
通
認
識
の
下

で
、
そ
の
一
歩
と
し
て
「
学
校
教
育

法
」の
再
改
正
の
具
体
的
提
案
が
必

要
と
い
う
の
が
今
回
の
提
案
趣
旨

で
す
。
記
者
会
見
で
は
記
者
の
一

人
か
ら「
昔
の
教
授
会
の
復
活
で
は

な
い
か
？
」と
の
質
問
も
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
過
去
の
教
授
会
自
治
を

単
純
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
意
図

で
は
な
く
、
今
後
の
学
術
・
大
学

の
発
展
を
見
据
え
た
提
案
で
す
。

　

提
言
で
改
正
提
案
を
し
た
３
つ

の
条
文
の
う
ち
は
じ
め
の
第
83
条

で
は
、
大
学
の
使
命
を
経
済
発
展

へ
の
貢
献
に
狭
く
限
定
す
る
根
拠

と
さ
れ
て
来
た
「
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
」
と
い
う
条
文
を
削
除

し
、「
世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉

の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
こ
の
目
的
を
実
現
す

る
た
め
に
大
学
設
置
者
は
「
学
問

の
自
由
に
則
り
大
学
の
自
治
を
保

障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明

記
し
ま
し
た
。

　

第
92
条
で
は
、
国
立
大
学
に
お

い
て
も
経
営（
法
人
）と
教
学（
大

学
）
の
機
能
そ
れ
ぞ
れ
の
強
化
が

求
め
ら
れ
る
中
で
、
学
長
は
教
学

を
担
う
「
大
学
を
代
表
す
る
」
と

明
確
化
し
ま
し
た
。そ
の
上
で「
学

長
の
選
任
は
、
大
学
に
属
す
る
教

育
研
究
職
員
の
選
挙
に
よ
る
」「
学

長
の
解
任
は
大
学
自
治
の
原
則
に

基
づ
き
、
大
学
が
行
う
」
と
し
て
教

育
研
究
を
担
う
教
育
研
究
職
員
の

自
治
に
基
づ
く
代
表
の
選
任
を
求

め
て
い
ま
す
。
同
様
に
学
部
長
も

「
教
授
会
構
成
員
の
選
挙
に
よ
り

選
任
す
る
」
と
明
記
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
第
93
条
で
は
、
教
授
会

の
権
限
が
学
長
決
定
に
「
意
見
を

述
べ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を

「
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
」と

し
て
、
さ
ら
に
重
要
事
項
に
「
教

員
の
人
事
」「
教
育
課
程
の
編
成
」

「
学
部
・
学
科
の
改
廃
」「
学
則
の

改
定
」
な
ど
を
明
記
し
ま
し
た
。

　

学
問
の
自
由
と
は
、
研
究
者
個

人
の
研
究
の
自
由
に
と
ど
ま
ら
ず
、

研
究
者
集
団
と
し
て
何
を
ど
う
教

え
る
の
か
の
自
由
、
専
門
家
集
団

と
し
て
の
人
事
の
自
由
か
ら
構
成

さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
保
障

す
る
大
学
統
治
の
仕
組
み
が
必
要

で
す
。
そ
れ
は
単
な
る
教
授
会
自

治
に
留
ま
ら
な
い
大
学
全
体
の
自

治
に
基
づ
く
民
主
的
運
営
の
仕
組

み
が
必
要
で
す
。

　

３
団
体
は
こ
の
提
案
を
関
係
各

機
関
に
送
付
す
る
と
と
も
に
広
く

討
議
を
呼
び
か
け
て
い
く
予
定
で

す
。
学
術
の
発
展
を
保
障
す
る
学

問
の
自
由
は
、
国
全
体
を
代
表
す

る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
の
自

治
保
障
や
学
会
等
の
自
治
等
、
重

層
的
な
自
治
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
基
礎
単
位
で
あ
る
大

学
自
治
再
生
を
目
指
し
た
一
歩
と

な
り
、
自
治
の
主
体
で
あ
る
教
員

集
団
（
教
授
会
）
の
自
治
力
復
活
の

一
歩
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
中
央
執
行
委
員
長  

鳥
畑 
与
一
）

　

全
大
教
は
、
公
大
連
、
日
本
私

大
教
連
と
と
も
に
「
大
学
自
治
の

確
立
を
め
ざ
す
制
度
要
求
づ
く
り

の
進
め
方
検
討
会
」
を
結
成
し
検

討
を
重
ね
て
き
た
「
大
学
教
職
員

組
合
３
団
体
に
よ
る
学
校
教
育
法

改
正
の
提
案
」を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
公
表
し
ひ
ろ
く
議
論
を
興

す
た
め
に
、
３
月
８
日
、
文
部
科

学
記
者
会
に
お
い
て
３
団
体
に
よ

る
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
団
体
共
通
の
思
い
は
、
大
学

の
使
命
で
あ
る
「
真
理
の
探
究
」

「
学
術
の
発
展
」
は
、
学
問
の
自
由

に
立
脚
し
た
専
門
家
集
団
の
自
律

的
共
同
を
通
じ
て
こ
そ
十
全
に
行

わ
れ
る
の
で
あ
り
、
大
学
の
自
治

こ
そ
が
教
育
研
究
力
発
展
の
基
盤

で
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

国
立
大
学
法
人
化
以
降
の
民
間

経
営
を
モ
デ
ル
に
し
た
大
学
改
革

で
は
、
教
授
会
自
治
は
「
既
得
権
」

を
守
る
改
革
の
障
害
と
さ
れ
、
そ

の
権
限
否
定
と
対
に
な
っ
た
学
長

へ
の
権
限
集
中
が
行
わ
れ
て
来
ま

し
た
。
特
に
２
０
１
４
年
の
「
学

校
教
育
法
」
改
正
に
よ
る
教
授
会

の
審
議
権
は
く
奪
は
、「
選
択
と
集

中
」
を
軸
と
し
た
大
学
改
革
へ
の

民
主
的
抑
制
を
決
定
的
に
弱
体
化

さ
せ
た
と
言
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、

大
学
内
の
合
意
形
成
を
踏
ま
え
な

い
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
大
学
運
営
が

拡
が
り
、「
大
学
崩
壊
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
な
事
態
が
全
国
で
頻
発

し
、
学
術
研
究
の
停
滞
を
も
顕
在

化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
大
学

　

３
月
１
日
、
安
心
・
安
全
の
医
療
・
介

護
実
現
の
た
め
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職

員
の
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
医
療

三
単
産
（
日
本
医
療
労
働
組
合
連
合
会
、

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
、
全
国
大

学
高
専
教
職
員
組
合
）
に
よ
る
２
０
２
３

年
春
「
３
・
１
国
会
議
員
要
請
行
動
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
行
動
は
、
医
療
・
介
護
に

た
ず
さ
わ
る
人
員
の
増
加
と
処
遇
改
善

を
求
め
、
現
場
の
従
事
者
が
国
会
議
員

に
対
し
て
賛
同
を
呼
び
か
け
る
た
め
に

２
０
０
８
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。　
こ

の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
規
模
を
縮
小
し
て
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
、
参
加
者
数
を
増

や
し
、
様
々
な
職
種
の
医
療
・
介
護
従

事
者
が
現
場
の
声
を
国
会
議
員
へ
届
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
要
請
行
動
前

に
開
催
さ
れ
た
全
体
集
会
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
医
療
・
保
健
・
福
祉
の

脆
弱
性
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
感
染
対

応
を
検
証
し
新
た
な
感
染
症
に
対
す
る

対
策
や
自
然
災
害
対
策
を
行
う
重
要
性

が
再
認
識
で
き
ま
し
た
。

　

医
療
・
保
健
・
福
祉
は
、
人
が
直
接

対
応
す
る
た
め
人
員
を
増
や
す
こ
と
が

第
一
と
な
り
ま
す
が
人
員
増
の
た
め
の

予
算
が
な
い
と
改
善
は
見
込
ま
れ
ま
せ

ん
。
特
に
医
療
・
保
健
・
福
祉
に
対
す

る
予
算
や
人
員
が
人
口
・
社
会
構
造
に

見
合
っ
て
お
ら
ず
関
わ
る
従
事
者
へ
の

負
担
増
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
要
請
行
動
で
は
、
こ
う
し

た
点
を
国
会
議
員
へ
直
接
伝
え
、
賛
同

の
得
ら
れ
る
国
会
議
員
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た

　

今
後
も
全
大
教
病
院
協
議
会
と
し

て
、
関
連
団
体
と
共
同
し
て
国
へ
働
き

か
け
、
安
心
・
安
全
な
医
療
の
実
現
に

繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 （
病
院
協
議
会
議
長　

長
谷
川 

信
）


